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動力エネルギーシステム部門ニューズレター

重力 プ フエ幸ノレ式含－吉IJF弓の

了全書リレー其月痔‐す-‐る

東京大学工学部原子力工学科

秋山 守

動力エネルギーシステム部門は昨年

の発足以来，信じられないような勢い

で，次々と，それも国際的なスケール

で，仕事の輪を拡げてこられました．

これも戸田委員長をはじめとする運営

力と，会員諸氏のご協力の賜物である委員会の皆さまのご尽力と，会員諸氏のご協力の賜物である

と，本当に敬服を致しております．とりわけ，この11月に東

京の京王プラザホテルにて開催されたICONE-1については，

皆さまの労を深く感謝申上げるとともに，成功を衷心よりお

慶び申上げる次第です．

動力エネルギーシステム部門の目的・役割については，本

ニューズレターの創刊号に戸田委員長が極めて明快に述べて

おられる通りであり，私もそこに掲げられた活性化のための

三つの目標，すなわち会合の活性化，開かれた部門，ならび

に会員サービスには，全く同感であり，今後さまざまな企画

の実現を通じて，これらの目標が十分に達成されるよう願っ

ております‘

部門の役割は，一言でいえば，個々の構成員(会員）と外界

(他の会員を含む)との接点となる場としての役割であり，会

員からの発信と会員への送信との双方向の機能が十分に満た

されること，そして会員がそこに所属することでの誇りと喜

びと充実感を持ち得ることが基本であろうと考えます．この

しうな観点から，上の三つの目標に照して取り組むべき課題

一沢山あり，正に運営委員会において鋭意仕事を進めておら

れるわけですが，少し変った角度から二つ三つ，提案的なこ

とを書かせて頂きますので，どうかお許し願いたく思います

第一は会員の多くの方に，理想的には全員に，何かの役を

担当して頂くという考えです．もし，そうなれば，人の直接

的交流が促進され，加速的に大きな成果につながっていくと
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思われます．とくに企業の，しかも現場に詳しい方が積極的

に参加されることが強く望まれます．旅費だとか時間だとか
の制約は，テレビ電話とかファックスなどの手段で少しは補

足することも可能でしょう．要するに，個性をもった人間が

前面に出る形での情報交流が大切だと思うのです。

第二は，もっと広い視野から会員の期待に応え，また新し
い方々に扉を開く努力が要ると思います．必ずしも研究中心
ではなく経験やアイデアを重視するとともに，技術を社会文

化の次元からとらえた幅広い活動が望まれます．例えば，女

性にももっと関心を持ってもらいたく，動力エネルギーシス
テム部門のメニュー自体にも，アートとの融合などを目指し

た新しい試みがなされてしかるべきだと考えます．資源リサ
イクルや環境技術などの面でも，女性の優れた感覚と力が学

会の場で大いに発揮されるべき時代がやってきているのです．

第三は，会員にとって，日常の仕事はもとより，部門関連
の活動も，人生をエンジョイすることの一部であるはずであ

り，このための工夫や努力がまだまだ必要と見受けます．学

会に単身で夜行列車で来て，終れば同業者との懇親会のみで，
そのまま帰っていくというようなパターンは，もうそろそろ

止めにしたい．年会などの折には，その土地の歴史，文化，

自然を家族とともに楽しめるよう，企画する側もさらに積極
的に工夫を凝らし，会員の周囲も一層の理解と協力をしてい

ただくよう，心から期待したい．

対外的な組織活動の面では，若い人の教育や，一般人の啓

蒙などにも，次第に力をいれていくのが良いと思われます．

動力やエネルギーは社会の発展にとっての基盤でありながら，
そのマイナス面が強調されるあまり，人々の無関心や反発を

招いているきらいがないとはいえません．技術の発展に必要

な環境の整備，とりわけそれを支える人材の確保という問題
に対して，動力エネルギーシステム部門としても，会員の多

数意志に基づくポリシーに沿って，適切な活動を展開するこ
とが求められるでしょう．

ご依頼により，以上のごとく，まとまらぬ私見を述べさせ

て頂きましたが，それはともかく，当部門の今後のご発展と，
会員諸氏の益々のご健康を切にお祈り申上げる次第です．
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委員長には植田辰洋東大名誉教授、副委員長には相川

賢太郎三菱重工社長が就任された。
1993年JSME-ASME

動力エネルギー国際会議
(2)実行委員会

本国際会議の実質的な推進運営機関であり、JSMEか

らの委員長1名、委員4名、幹事1名、ASMEからの

副委員長1名、幹事1名とで構成される。本実行委員会

の下部組識として総務委員会、論文委員会、企画委員会

を置き実際の業務運営にあたる。

実行委員長

横浜国立大学工学部秋葉雅史

平成元年末、米国機械学会動力部門(ASME)より当学

会動力エネルギーシステム部門に対し、動力エネルギーに関

する国際会議の共同開催につき申し出があった。その後数回

にわたり先方と連絡を重ねるとともに、部門委員長をはじめ

各委員会の幹事ならびに委員間で協議した結果、平成5年

（1993年）9月に東京にて日本機械学会と米国機械学会の共

催で首記国際会議を開催することが決定した。

当学会は過去、国際化に対する歩みも菰極的であり、昭和

42年(1967年）に国際会議を開催して以来、各分野で国際会

議を数多く開催するとともに、昭和54年（1979年）には米国

機械学会との間に協力協定を締結している。また、動力発電

工学分野においては米国でのASME主催国際会議での研究

発表や米国電力中央研究所(EPRI)との共同研究など

で、わが国の技術者の国際的活動は菰極的である。

当部門とASMEとは去る11月4～7日ICONE－lを

開催したことは御承知の通りである。

動力発電工学分野における日本の技術レベルの高さが、世

界品高水準にあることは自他共に認めるところであり、この

点からも日本における国際会議の開催は時宜を得たものとい

える。今回の国際会議はASMEとの共催で行うものである

が、韓国、中国その他東南アジア諸国、オーストラリアなど

環太平洋各国の学会の協力も得て技術交流の輪を広げていく

予定であり、恒久的な環太平洋国際会議の出発点となること

を期待しているものである。

本国際会議の内容、運営組識の計画概要を以下に紹介す

る。

総務委員長

論文委員会

企画委員会

全体企画財務関係担当

論文募築発表関係担当

諸行事運営関係担当

吉識購夫（東大）

土方邦夫(東工大）

田中正人〈東大）

委員長

委員長

委員長

(3)国際顧問委員会

本会議を環太平洋国際会議として位置付けるべく、広く

論文を募集するのみならず、環太平洋諸国の代表者で構

成される国際顧問委員会を設けて、実行委員会への協力

機関とする。

卜JS蹴職;"W1;;aII:;"c｡|onPowerEngineering-93(ICOPE-93)|

主催日本椴械学会，米国樋械学会

開催期日1993年9月27日～10月1日

開催場所京王プラザホテル〔東京）

対象PowerSystem,FuelUtilization,etc.
要旨締切1992年10月1日

問い合せ先

横浜国立大学工学部生産工学科秋葉雅史

〒24O横浜市保土ケ谷区常盤台156

TELO45-335-1451ex､2659,FAXO45-331-6593

1．会誌内容

(1)期日平成5年(1993年）

9月12日～9月16B

(2)場所東京京王プラザホテル

(3)行事①技術論文発表・特別諦減等

②技術・機器紹介展示

③テクニカルツァー（プラント見学等）

④同伴者プログラム、その他

(4)技術論文国内外より約200編の技術柄文を募柴する。

分野は発屯システム、蒸気タービン・ガスタ

ーピン・発‘危機，ボイラ・周辺装旺などの機

器、運転・保守・商効率化・信頼性向上技

術、斑塊保謹対衆技術・機器、新材料・新燃

料・新燃焼技術、リパワーリング・代替エネ

ルギー・新発fEシステム、地球環境保談戦略

などで助力エネルギー全般の多岐にわたる。

技術発表のセッション数は一般、特別を含め

約li)セッションとしている。

｣2ndJSME-ASMEJouintlnternatiOnalConference

onNuclearEngineering(ICONE-2)onNuclearEngineering(ICONE-2)

開催年月日

開催場所

主催

1993年3月21日～24日

米国SanFrancisco

米国機械学会(ASME)

日本機械学会(JSNE)

CallforPapers

Abstractの締切

投稿採用通知

Full-Length

Paperの締切

Cameraready

論文の締切

1992年8月

1992年9月

1992年11月

■
■
巴

１
２
３

日
日
日

１
１
１

2．組織・迎営

(1)組織委員会

本国際会議の運営を統括する上部機椛で、委員長、副委

員長各1名と委貝とで|肚成される。委員は官公庁、学協

会、大学、祗力、ガス会社、各関連企業の幹部代表者約

100名からなる。本委員会は会議の円滑な推進をはかる

ための亜醗邪項の審議、助言を行う限高機関である。

4． 1993年1月20日
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(放射性物質の輸送容器及び輸送に関する国際シンポジウム）

東京工業大学

名番教授背 木 成 文

わが国で放射性物質や核燃料物質の輸送が本格的に開始さ

れてから約30年になる。この間に放射性物質の使用事業所

は約う000、輸送数並は年間散1O万に達し、核燃料物質

は年間数100回輸送されるまでになった。放射性物質はそ

の大部分が医療用及び工業用として、核燃料物質は発電用に

利用され、今日では日縦生活に不可欠のものとなっている。

これらの物質は加工、製造施設から使用施設まで一般公衆の

居住している地域を通過して翰送されるので、輸送の安全性

は極めて商度なものでなければならないし、また確実性の商

いものでなければならない。幸い、わが国においては関係官

庁、民間企業及び研究機関等関係者の不断の尽力により、死

亡事故を含め公衆及び環境に重大な影響を与える事故は1件

も起こっていない。このように、放射性物質の輸送の安全性

確保は、原子力産業の発展に地道に寄与している。

わが国においては1960年半ば頃から、将来、大並線源

である使用済燃料の輸送が本格化することを考え、翰送容器

設計や安全審査の箕料を得るため、使用済燃料輸送容器の試

験研究が実施された。これには日本磯械学会が主導的役割を

果たした。

すなわち、日本機械学会は1966年、「使用済燃料輔迄

容器調査研究分科会j(主査：宵木）を設置し、翌年から本

絡的に研究活動した。

ついで、1967年、科学技術庁の原子力平和利用委託研

究「使用済燃料輸送容器の熱除去に関する試験研究」におい

ては、輸送容器の通常時の熱除去性能と冷却材喪失事故時の

燃料集合体（通気加熱式模擬燃料棒）及び輸送容器各部の温

度変化を測定した．この結果、冷却材が半分ぐらいになるま

では過大な過度上昇は起こらないことを確認した。

1968～1970年には同じく原子力平和利用委託研究

「使用折燃料輸送容器の落下衝撃に関する試験研究」におい

て、率故に対応する落下時の輸送容器の挙勘及び変形の度合

いを調べるために、垂型10トンの供試体を落下商さ9メー

トルから落下できる落下試験塔を機械技術研究所内に設椴し、

80トンに想定された使用済燃料輸送容器のプロトタイプに

ついて、縮尺モデル5種類（縮尺］／］6，1／8，1／4

1/2.5及びl/2)の落下試喚を種々の姿勢で行なった．

これらの試験においては、高速度映画撮影を行なって落下術

躍時のモデルの通勤を解析し、かつ衝離時の加速度、落下拭

験体の変形堂を計測し、変形ないし破扱についての縮尺モデ

ル間の相似性を検討し、落下衝撃時に輸送容器が受ける影響

を明らかにすることができた。特に、縮尺モデル実験におい

ては、1/4モデル以上の大型モデルのみが実物を模擬でき

ることを明らかにした。

1971～1972年には日立造船（株）が同じく原子力

平和利用委託研究「使用済燃料輸送容器の落下時の貨通強腰

に関する試験研究」及び「使用済燃料輸送容器の綴衝機櫛の

性能評価に関する試験研究」を実施し、本日本機械学会の研

究分科会委員がこれに協力した。この試験研究においては、

縮尺モデル3種類（縮尺1/4，】/2.5及びl/2)を

突起物の上に極々の高さから落下させ、輸送容器外板の貫通

強度を解析するための実験を行ない、また、輪送容器のショ

ヅクアブゾーバの緩衝機櫛と減速座の関係並びにその性能評

q
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価を解析的に行なえる実験式を導いた。

1973～1974年には再び日本犠械学会が原子力平和

利用委託研究を受託して「使用済燃料輸送容器の耐火性に関

する試験研究」をl/4～l/2縮尺モデルを用いて実施し

た。この試験は東京湾の月島埋立地の野外で巨大な黒煙を上

げて行なわれたので、沿岸の住民から消防庁へ火災通知が殺

到し、消防庁の電話回線が占拠されたという逸話が戒ってい

る。

1975～1977年には三井造船（株）が原子力平和利

用委託研究「使用済燃料輸送容器の海中落下時の安全性に関

する試験研究」を実施した。輸送容器の海上輸送中、深海へ

の落下1jF故を模擬するため、プロトタイプのl/.4モデルに

商圧水柵中で雌商外圧500ks/c''iを負荷し、モデルの変形

、圧力平衡弁の性能調査軸;を行なった。

これと並行して日本榿械学会は1976年「使用済燃料輸送

容器伝熱特性評価コードの作成に関する試験研究」を実施し

、前述の火災試験の結果を整理するとともに、伝熱計算コー

ドの調査を行ない、実験結果と計算結果を比較し、火災環境

から輸送容器への入熱メカニズム及び容器各部の温度特性に

ついての検討を行なった。1977年には動力炉・核燃料開

発事業団委託『高速実験炉使用済燃料輸送容器の設計･評価を

実施し、高速実験炉「常陽」の使用済燃料輸送容器の熱的評

価をまとめた。

以上のように、日本捗械学会は使用済燃料輸送容器のI；Ⅱ尭

研究の初期の10年をに担い、その成果はPATRAM及び

国漂原子力磯関のセミナー等広く発表されるとともに、国内

における使用済燃料軸送容器の安全審査及び国際原子力機|則

の「放射性物質安全輸送規則」の改正に多大の寄与をした。

1977年以降の約10年間は科学技術庁の篭源|荊発促進対

策特別会計による「使用済燃料信頼性実証試験」が電力中央

研究所により実施された。これは実用の大型キヤスクの椛進

を模擬し、輸送容器安全規則に定められた9メートル落下、

耐火等の試験を実施し、設計基準及び安全解析コードの信頼

性を実証するものであり、試験施設は世界トップレベルで、

試験の成果は海外においても高く評価されている．

過去数年間、下北再処理工場への使用済燃料軸送容器、返

遡廃棄物輪送容器等の研究開発が進められている。また、安

全輸送技術の開発及び緊急対策計画等も同様に進められてい

る。このようにわが固の放射性物質安全翰送技術はいまや世

界のトップレベルに達していると内外ともに認められるに至

った。

放射性物質輸送の安全確保は単に規則を制定すればﾘ足れ

とするものではない。すなわち、そのためには、各国で行わ

れた極々の研究成果をお互いに交換する圃際的li報交換の場

が必要であることが早くから認識され、1965年米剛にお

いて第1回PATRAMが側催された。その後、3年ごとに

主として米国で開催されているが、19@80年には西独、

1986年にはスイスでそれぞれ開催された。前回、ワシン

トンで開催された際、各国代表から次回を日本でとの強い要

;I¥があった。幸い、科学技術庁、運輸省、動燃団、原研、電

力等民間企業の捷意が得られて、1992年日本での|ﾙl他が

決定した（本NEWSLETTERKo.2,}layl99l参照〉o

PATRAM'92は日本における放射性物質の安全輸送

に関する技術と実絨を海外に示す絶好の機会であるので、関

係各位の請文応募を切に期待します。現在要旨(500字程

度）を募錐中です。12月1日締切ですが、12月半ばまで

受理します。提出先は次のとおりです。

PATRAM'92日本組織委員会

（原子力安全技術センター内、TELO3-3814-7481)
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タモ立諾垂布汚くらう

ていく。これまでの結果では，何らかの形で人的過誤が関与

している事故・故障事例は約1／4と考えられた。

原子力工学試験センターにおけるヒューマンファクター研究

原工試植田脩三

3．人的特性実験計画

上記の8重点課題については，分析及び調査研究を主とし

て実施してきた。これまでの知見を実験的に検証し，また，

調査研究からの実験ニーズに応えるため「人的特性実戦」を

計画している。この実験は，下記の実験を柱としている。

l)意識水準の保持特性実験

2）異常時の生理状態特性実験

3)CRT情報の効果的提示様式の実験

4）人的過誤のメカニズム，人的過誤率，分岐確率及び応

．答速度等の人間の悩報処理に関する基礎データの取得

5）人間の認知情報処理モデルの検証実験

6）チーム行動におけるコミュニケーシ冒ンの役割に関す

る実験

7）人間の認知情報処理を考慮した人旧l信頼性評価手法の

検証実験（時間一信頼性曲線の確認等）

1．はじめに

TMI事故やチェルノブイリ原子力発電所の事故以来，ヒ

ューマンファクターが原子力発電所の安全性や信頼性に及ぼ

す影響が，より一層注目されることとなった。原子力工学試

験センターヒューマンファクターセンターは，昭和62年に

設立されて以来，原子力発電所におけるヒューマンエラーの

低減を目指し荘礎的な面から研究に取り組んでおり，特に，

次の8つの課題に重点をおいて研究を進めている。

l)人間の振る舞いのモデル化

2）人間信報性評価手法の開発

3）人間信頼性データベースの柵築

以下に，これらの重点課題の内容や成果を中心に研究の概

要を述べる。

2．研究概要

2．1人間の振る舞いのモデル化

人間の情報処理能力の限界を理解し，人間がエラーを起こ

すメカニズムを解明するため人間の特性や情報処理に影響を

及ぼす背後因子の調査研究の他，ワークステーションを用い

て人間の認知情報処理モデルの構築を進めている。モデルの

柵築に関しては，情報処理モデルのうち認知判断部分につい

てAI手法を用いて試作を行い，今後のモデル開発の足がか

りを得た。原工試が開発目標としているモデルの概念図を図

1に示す。

各種実施した渦査のうち「生理心理学の枠組みと股近の助

|句に関する渦査」では人間の振る舞いを生理心理学的側面か

ら理解する上で必要な生理心理指標（心拍数，呼吸数，脳波，

発汗，眼球迎助，事象関連電位，トポグラフ）について調査

した。また，「緊急時における人間の振る舞いの研究」では，

緊急事態における原子力発電所運転員のストレス記述モデル

を作成し,LOCA時の事故シナリオに沿ってモデルの有効

性を検討している。「チーム行動と信頼性に関する調査・研

究」においては，海外の研究の現状と成果について調査する

とともに小集団による模擬航空管制実験を行っており，リー

ダーシップスタイルならびに作業環境条件との相関を把握す

ることができた。

4．まとめ

原工試では，上記の研究を進めているが，ヒューマンファ

クター問題は，心理学，生理学等関連する研究分野が多いた

め，研究成果を実用化するためにはより一層の研究開発が必

要である。今後，我が国の原子力発電分野での人的過誤を1

件でも減らし，原子力発電所の安全性・信頼性の向上に寄与

するため，関係機関等の御協力を得ながらヒューマンファク

ター研究を進めていく予定である。
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2．2人間信頼性評価手法の開発

確率論的リスク評価で使用される人的過誤率の原因の理解

と評価，さらには，診断，解釈，対策といった認知レベルで

の人的過誤を対象とした人間信報性評価手法の確立を目指し

ている。これまで，「数学モデルを組み入れた人間信頼性評

価手法」及び「既存手法に基づく人間信頼性解析システムの

開発」の研究を行い，信頼性解析のための基本モデルの作成
を行うとともに手法及び入力データの整備を進めた。

４
１
日
一

図1人間の認知情報処理モデル

｜｜｜(興迦､ゞト…職陵腫’判断・宜忠決定 1丁勤過跳兄生のI以因 (錐U側定

薦

寡回の山失外側I耶承

過度の要求ﾀｽｸ

ﾉ.101の変効性2．3人間信頼性データベースの柵築

信頼性データベースの栂築については，国内外の事例の収

集，分析を行っている。人的過誤の分析作業は，図2に示す

体系で行っている。認知論的な過誤のメカニズム（認知処理

を8つの段階に分け，各段階において習熟，規則，知識レベ

ルでのメカニズムを分類した）を入れたことがこの体系の特

徴である。「刷内の人的過誤事例の分析評価」については，
我I壷lの原子力発嘔所の人的過誤による事故・故障事例（19

66－1988年度）を分析評価し体系的に整理してきたが，
総合的に人的過誤対策に利用できるように今後も整備を進め

佃れた行効
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図2人的過誤事象の分析評価の体系図
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ず，戸田三朗,RobertE・Miller両会長から，開会の挨拶が
なされた．引き続き，日本磯械学会の佐藤文夫会長から，本

国際会議のホストとしての謝意が表され,21世紀におけるエ
ネルギー源としての原子力エネルギーの重要性と原子力の発

展に貢献する機械工学の役割が講演された．続いて，韓国原

子力学会のChangK．Lee会長から,21世紀のエネルギー源と

して，地球規模の環境問題を解決するためのクリーンな原子

力開発の必要性が講演された．そして，日本原子力発電(株）
の浜崎一成常務取締役から我が国における軽水炉の現状と将

来の展望についての講演がなされた．最後に，米国のNUNARC

のJoeF・Colvin氏から米国における原子力を取りまく現状

と近い将来に米国では新たな原子力発電所が必要になるとい

う講演がなされた．

2日目の午後から-4日目までは,12のセッションが5つの会場

で並行して，48のサブセッションに分けられ，207件の論文

が口頭発表された．各セッションのサプセッションと発表論

文件数を表2にまとめる．

「1．基礎技術」のセッションは，すべて伝熱流動関連の

講演であった．その内訳は，沸騰伝熱と限界熱流束に関する

研究が5件,不安定流動を含む過渡沸騰二相流に関する研究が
5件，二相流の計測に関する研究が5件，流力振動に関する研

究が2件，種々の燃料集合体内の流動･伝熱特性に関する研究

が5件，凝縮に関する研究が2件，受動的安全設備の自然循環

特性，臨界流，乱流の数値解析，気泡流の流動機構，下降流

のドリフトフラックスモデル，固気液三相流の流動特性，8

次元二相流解析に関する研究が各1件づつ発表された．

「2．熱交換器」のセッションでは，流力振動と摩損に関

する研究が5件,PWRの改良設計，伝熱管の破損発生確率，ク

レピス内のほう酸の問題に関する研究が各1件づつ,種々の蒸

気発生器の熱流動数値解析に関する研究が5件,高速炉の中間

熱交換器に関する研究が2件,湿分分離再熱器に関する研究が

1件発表された．

「3．材料と構造解析」のセッションでは，材料開発とモ

デリングに関する研究が5件,エロージョンとコロージョンに

関する研究が5件,コンポーネントの構造設計に関する研究が

5件,ATRのロール・ジョイントに関する研究が2件,健全性評

価技術に関する研究が5件発表された．

「4．新型炉技術」のセッションでは，軽水炉関連では，

単純化された自然循環沸騰水型炉の概念，安全設備の性能試

験と解析及び安定性と起動特性に関する研究が10件,AP-600

の概念と受動的崩壊熱除去特性の試験に関する研究が2件，

ISERに関する研究が2件,PIUS及びPIUS型の新型炉に関する研

究が3件,新しい安全設備概念の大型炉への適用性に関する研

究が発表された．高速炉関連では，トップ・エントリー型高

工 C or､JE-1牛寺蘂

ICOINE-1総務委員会

委員長有冨正憲

平成8年11月4日から7日にわたり,ThelstJSME-ASNE
JointlnternationalConferenceonNuclearEngineering

(ICONE-1)が，東京の京王プラザホテルにて，日本樋械学会
と米国機械学会が主催し，日本原子力学会と米国原子力学会
が共催し，（財)日本原子力産業会議，電気事業連合会と(社）
日本電機工業会が協賛して開催された．
エネルギー問題が地球規模の環境問題として取り上げられ

るようになってきたが，原子力エネルギーはその特性を十分
に生かせば，地球規模の環境問題と資源問題が解決でき，21

世紀のエネルギー源として有望である。そして，原子力エネ
ルギーを安全で，安定かつ経済的なエネルギー源として確立

して行くためには，軽水炉の高度化はもとより，新型炉の開

発，核燃料資源の有効利用と放射性廃棄物の処理・処分とい
う観点からの燃料サイクルの確立，さらには，寿命が尽きた
原子力施設のデコミッショニングの確立など重要な問題が残
されている．しかし，これらの開発には一つの国の努力のみ

マは達成が困難であり，国際的な協力が不可欠である．そし

〔，これらの技術開発における機械工学の役割は一層重要な
ものになるであろう．これまでにも，新型炉，熱流動，放射

性廃棄物管理，構造工学など個々の専門分野の国際会議は数

多く開催されてきたが，原子力工学全般にわたる学会レベル，
即ち，学術的な国際会議は開催されていない．

日本機械学会の動力エネルギーシステム部門と米国機械学
会の原子力工学部門では，上述のような認識で一致し，日米

を中心とする世界の原子力産業の一層の発展を期し，「機械
工学に立脚する幅広い原子力工学の分野において，最新の技

術とその基盤となる研究成果を学術的に交流する国際的な場」
として，本国際会議を位置づけ，2年毎，当面は日米で交互

に開催することを決め,第1回目を日本で開催することにした．

本国際会議には408名が参加した．参加者の内訳は表lに示
す．本国際会識が第1回目ということもあり，本国際会識の

開催の主旨が必ずしも海外に十分に伝わっていなかったにも
拘らず，海外から64名が参加した．尚，ソ連を含む東欧と中

国はピザの発給が遅れたため，参加の事前登録していたが，

来日できなかった人々がでたのは残念であった．
1日目は，参加登録とレセプションが行われた．レセプシ

ンには海外からの参加者を中心に150名程度が参加して，和
やかにうちに本会識がスタートした．

2日目の午前中は，プレナリー・セッションが開かれ，ま

表1参加登録者

亨
函唖

舜

一
一
》

利
一
一

、
い
む
二
一

一
雪
－
わ
■

一
一
一

国内参加登録者

［内訳］

民間企業

研究所・

学研究協会

大学

344名64名国外参加登録者

［内訳］

アメリカ

フランス

韓国

ドイツ

中国

ブラジル

カナダ

イギリス

スウェーデン

イタリア

オランダ

フィンランド

ソ連

名
名

０
４

３
７

２名５
９
８
５
４
３
２
１
１
１
１
－
１
１

２

40名
損
β
麺
↑

ｆ
Ｊ
Ｉ

佐藤文夫日本機械学会会長
のキーノート講演

戸田三朗ICONE-1会長の

バンケットでの挨拶

－5－
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速炉に関する研究が2件,もんじゅの構造設計に関する研究が
2件,地震下での制御棒挿入挙動に関する研究，鉛を冷却材と

するBRS-300の概念に関する研究が発表された．またガス炉

関連では,HTTRに関する研究が3件発表された．その他,TOPAZ

とATRに関する研究が1件づつ発表された．

「5．信頼性向上技術」のセッションでは,ABWRに関連す

る研究が2件,SYSTEM80+,高速炉用蒸気発生器の伝熱管のブ

ースター，高転換型BWRの限界熱流束，蒸気インジェクター，

動的及び受動的安全設備の組み合わせの最適化，プール型の

低出力地域熱供給炉と並列流路沸騰水型炉の概念に関する研

究が各1件づつ発表された．

「6．安全性」のセッションでは，設計基準事故時のシス

テム挙動に関する解析的,実験的研究が2件，設計基準を越え

る事故時と苛酷事故時のシステム挙勤に関する解析的，実験

的研究が7件，燃料ピンの損傷に関する研究が4件，事故管理

に関する研究が2件発表された、更に,安全解析に関する熱流

動関連の研究が5件，高温ガス炉に関する研究が4件，次世代

軽水炉の安全設計概念と安全評価解析に関する研究が4件発

表された．

「7．プラント運転・保守関連技術」のセッションでは，

プラントの保守･点検技術と評価法の開発に関する研究が7件，

プラント保守の方法論に関する研究が3件,運転経験に関する

研究が5件，プラントシミュレータに関する研究が3件，運転

員の訓練に関する研究が1件，水質管理に関する研究が4件発

表された．

「8．.原子力プラントの長寿命化」のセッションでは，ソ

連と東欧の長寿命化の考え方と現状，及び米国でのライセン

スの更新に関するプログラムという国際的な動向に関する発

表が各1件づつなされ,寿命の評価法，クリープ疲労の評価法，

及び長寿命化の評価法に関する研究が各1件づつ発表された．

「9．原子力施設のデコミッショニング」のセッションで

は，国際協力及び世界各国のデコミッショニングの動向に関

して7件が発表され，更に,デコミッショニングにより発生す

る廃棄物管理に関する研究が4件,デコミッショニングに関連

する技術開発に関しては，計画と経験の紹介が4件,鉄鋼及び

その構造物の解体技術に関する研究が4件,コンクリート構造

物の解体技術に関する研究が4件発表された，

「10．核燃料サイクル」のセッションでは，ウラン濃縮
に関する研究が2件，再処理技術に関する研究が2件，放射性

廃棄物管理に関する研究が2件発表された．

「11,計測・制御」のセッションでは，超音波伝播特性

を利用した配管内の熱流動挙動の非挿入型計測法，粒子イメ

ージ速度計を用いた気泡流における流速測定，音響を利用し

たリーク検知法，もんじゆの計測法の開発，硝酸プルトニウ

ムの容戟計測法の開発，推定フィードバックシステムにおけ

る開ループ伝達関数，ソ連の原子力発電の統合された制御シ

ステム開発に関する研究が各1件づつ発表された．

「12.高度な先端技術」のセッションでの発表はすべて

知能化技術に関する研究であった．その内訳は，高度な知能

化技術を取り入れた運転支援システム開発に関する研究が4

件，プラント設計支援システムとプラント運転・保守を支援

するエキスパートシステムの開発研究が各1件,ファジィ制御，

知能化技術を取り入れた熱流動解析モデルに関する研究が各

1件発表された．

第1回目ということで，本国際会議の国際的な位置づけを

確立するために，世界的な著名な研究者の参加を促すと同時
に，参加する著名な研究者による体系的な講演会を開催する

ことによる我が国における原子力工学の今後の発展を期し，

ポストICONE-1としての3つのコースの特別講演会が平成8年
11月8日と9日に鉄鋼会館と航空会館で開催された。

特別講演会(I)「原子炉施設デコミッショニング技術」と

題する講演会は1日コースで開催された.はじめにRANDECの村

6

田浩理事長から，開会の挨拶がなされ，我が国において今後

の原子力産業の中で，デコミッショニング技術の確立の役割

と重要性について述べられた．続いて,RANDECの小松純治氏

による「デコミッショニング技術の現状と今後の課題」，原

研の富井格三氏による「JPDRにおける解体技術開発」，米国

DOEのW.E.Murphie氏による「米国エネルギー省による除染

とデコミッショニングに関する計画と経験」,CEAのA.

Cregut氏による「デコミッショニングに関する撤去技術と放

射性廃棄物の管理技術」,StudsvikNuclearのS.Menon氏に

よる「デコミッショニングにより発生する構造物の再利用と

放射性廃棄物の管理技術」の講演がなされた．

特別講演会(Ⅱ）「原子力における熱流動に関する先端科学

技術」と題する講演会も1日コースで開催された．東大の秋

山守教授による「原子力における熱流動に関する研究の現状

と今後の課題」，ミュンヘン工科大学のF.Nayinger教授に

よる「多次元流の熱水力学と原子力開発における大型試験装

置の役割」，動燃のニノ方寿氏による「沸謄二相流のサプチ

ャンネル解析の高度化に関する現状と課題一解析手法と実験

一」，パーデュ大学のV.H.Ransom教授による「過渡二相流

数値解析法の高度化に関する現状と課題」,GEのF.J.

Moody氏による「原子炉における不安定な熱流体力学と格納
容器内の熱流動挙動」の講演がなされた．

特別講演会(Ⅲ）「原子力設備技術基準の動向」と題する講

演会は2日間のコースで開催された.東大の飯田國廣名誉教授
による「技術基準に関する最近の動き」，米国NRCのJ.Thoma

氏による「米国における原子力施設の法規制」,ASMEのB&PV

code委員であるM.N.Bressler氏による「ASMEcodeSec.m

一原子力発電所建設に関する基準一」,ASMEcodeSec.XIの

委員長である0.F・Hedden氏による「ASMECodeSeC.XI－原

子力発電所の供用期間中検査に関する技術基準一」,ASMEc

odeQME委員長であるR、E.Miller氏による「ASMEQHE-動

的機器の機能認定規定一」についての講演がなされた．
本国際会識は,第1回目が盛況であったことから，機械工学

を基盤とする原子力工学の学術的な情報交換の場として国際

的に認知され，第2回目であるICONE-2が平成5年3月21日から

24日にわたり，米国のサンフランシスコで開催されることが
正式に決まった．更に，4年後にはICONE-3が我が国で開催さ
れることが予定されている．

本会議は成功裡に終了したが，動力エネルギーシステム部

門の開催する国際会議として，登録会員の参加が少なかった
ことは，部門の運営方針に反省すべき点が残された．本ニコ

ースレターでも紹介しているように，本部門が主催する国h、
会議，即ち,ICOPE-93,ICONE-2,ICONE-3､,本部門の前進
である動力委員会の時代に芽生えた研究活動が国際会議とし

て開花したPATRAM'92などが，我が国や海外で開催されるこ

とが計画されており，並びに，第3回動力・エネルギー技術
シンポジウム「動力・エネルギー技術の最前線’92」が国

内のシンポジウムとして開催が計画されている．これらの国
内外のシンポジウムに，本部門としても登録会員の積極的な

参加を促す体制と広報体制を早急に確立していくべきであろ
うと考える．

最後に，開催責任者の1人として，本国際会議と特別講演
会が多数の参加者をえて，成功裡の内に閉幕したことは，ひ
とえに電気事業連合会，日本電機工業会，日本原子力産業会
議及びそれらの構成機関，並びに日本原子力研究所，動力炉
・核燃料開発事業団，電力中央研究所，原子力工学試験セン
ター，原子力施設デコミッシヨニング研究協会などからの多
大な支援の賜物であることを記し，これらの諸機関に感謝の
意を表する次第である，更に，本国際会議の成功のために献
身的に協力戴いた日本機械学会の中嶌勉事業課長をはじめと
するスタッフに謝意を表す．
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1 FundapentalTechnology
大阪大学機械工学科熱流動工学研究室

世古口・加治研究室

’
l.1Two-PhaseFIowGeneral

1.2BoilingandCHF
1．3Two-PhaseFIowTransient

1.4Two-PhaseFIoWMeasurement

1．5FIoHInducedVibration

1．6CriticalFlow&Condensation

1．6RodBunddleFlow

2．HeatExchanger
2.1FIowlnducedVibration

2.2SteamGenerator&HSR

-Design&Reliability
2.3SteamGenerator-NumericalSimulation

2．4HeatExchangerforFBR

3.Naterials&Structure

本研究室は気液二相流の熱流動特性に関連した基礎的研究

を中心として，その応用技術をも含めて広範な研究活動を行

っています．

以下では主な研究課題について紹介します．

1．気液二相流の界面構造と流動特性

従来の気液二相流の研究では，流動様式の分類，ポイド

率，摩擦圧力損失など，マクロな視点からの流動特性の究

明に重点が置かれていました．その後，研究の進展ととも

に，断面内ポイド率分布，局所における静圧や圧力損失の

時間的変動特性のように，よりミクロな特性，あるいはそ

の時間的変動特性が重要視されるようになっています．本

研究室では，流動機構の本質を時・空間的な変動特性から

解明することを目的として，空気一水系二相流に対して，

たとえば管軸方向の非常に多数の断面におけるポイド率の

同時測定，さらにその内の一断面における詳細なポイド率

分布も同時に測定する実験を行い，気液界面のミクロな構

造と，流動様式，流動特性との関係を調査しています．こ

れに関連した研究テーマは次の通りです．

(1)気液二相流の波脈に関する研究

垂直上昇流についてポイド率の時空間特性から，スラ

グ流，団塊波流，環状流領域に対して，気液界面の波動

の特徴を分析し，波の生成，発達，ならびに合体の機構

を解明する計画を進めています．このような判断作業を

コンピュータで自動的に実行させるためのプログラム作

成も行っています．以上の結果に基づいて，流動様式の

遷移に関するモデリングも検討していく予定です．

（2）流下液膜における時・空間界面構造の研究

管内流下液膜において，とくに波の発生点付近での界

面波動特性に注目し，波の発生とその発達過程を調査

しています．このような過程をカオスとして分析するた

め，さまざまな手法の適用を試みています．さらに，測

定領域を波の発達完了域まで拡張し，次の段階では，よ

り広い領域に対して時。空間界面構造を明らかにしてい
く予定です．

（3）フラッディングにおける時・空間界面構造の研究

フラッディングの発生機構の解明のため，上記と同様

の手法によって時・空間界面構造を把握し，逆流する波
の特徴分析を行づています．

（4）垂直下向気液二相流における時・空間界面構造の研究

垂直上昇流と同様の実験，およびデータ解析を行い，

時・空間界面構造および波脈に関する情報を得ようとす

るものです．上昇流の場合との比較によって，フロス流

から団塊波流，環状流への遷移機構に及ぼす重力の影響

を評価します．

2．気液二相流の熱流動擬構に関する研究

気液二相流における流動と伝熱機構の相関を調べるため，

空気一水系の実験，ならびに，蒸気一水系，フロン系冷媒，

Li-Br水溶液の沸騰流の実験を行っています．

(1)気液二相流における流動機構と伝熱機構の相関の研究

空気一水系の実験により，伝熱と流動機構のアナロジ

ーを調査し，沸騰流の場合の伝熱機構との差異を調べて

います．また，この結果から伝熱促進についても有効な

方策を模索していく予定です．

（2）沸騰流における管内ポイド率の測定

フロン系冷媒の沸騰流に対して，光ファイバー・ポイ

ド計を用いて管断面内の局所ポイド率の測定を行い，と

くに空調機熱交換器の伝熱性能，信頼性向上のための基

（3）
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22件
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6,1DesignBaseAccidentAnalysis
andExperiment

6．2SevereAccident&AccidentHanagement
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6.4ThermalHydraulicsFundamentals
6.5FuelBehavior

6.6HighTemperatureGasCooledReactor
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7．PlantOper･ation,llaintenanceandTechnology
7．11nspection&Evaluation(1)
7.21nspection&Evaluation(2)

7．3MaintenanceMethodology

7．40perationExperience
7.5Training&Simulator

7.6WaterChemistry&Decontamination
8.NuclearPowerPlantLifeExtension
９
－ PlantDecommissionin

9．10verviewoflnternationalDccOmmissioning
Projects(1)

9．20verviewoflnternationalDecommissioning
Projects(2)

9.3DecommissioningWasteManagement
9.4DecommissioningTechnology(1)

-Planning&Experience
95DecommissioningTechnology(2)

-Steel&Structure

9.6DecommissioningTechnology(3)
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10.NuclearFuelCycle 6件

(2)

(2)
(2)
7件
(5)

(2)
8件

10,1UraniumEnrichment

10.2Reprocessing
10｡3WaSteManagement

ll・Instrumentation&Control

ll.11nstrumentation&Control(1)
11.llnstrumentation&Contr･oI(2)

12.ApplicationofHighTechnolQgM
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礎データの収集を行っています．

(3)Li-Br水溶液の沸騰熱伝達

吸収式冷凍機の伝熱特性向上のため,Li-Br水溶液のプ

ール沸騰および強制対流沸騰流の熱伝達率の測定を行い，

併せて伝熱促進技術についての基礎研究も進めています．

3．新計測技術の開発研究

上に述べたような諸研究を推進するためには，信頼性の

高いデータが必要なことはいうまでもありませんが，今ま

で測定が非常に困難とされていたようなもについても情報

を得る必要があります．本研究室ではこれまでに，超多点

点電極プローブや超多断面ホールドアップセンサー，多点

光ファイバープローブなど数多くの新しい測定技術を開発

してきました．現在は,液膜内速度分布の測定法，冷凍機

における潤滑油のホールドアップセンサー，壁面剪断力測

定のための熱膜センサー等，種々の測定法の開発研究も行

っています．

4．空調機の動特性の研究

最近のインテリジェントピルやクリーンルームをはじめ，

ハイテク技術の普及に伴い，室内の空気調和にも高度な制

御が要求されるようになっています．空調機自体は，発電

所などと比較すると規模は小さいものの，主要な栂成要素

は同じであり，その動特性を精確に評価することは，気液

二相流の動特性に関連した重要な課題の一つです．本研究

室ではボイラの動特性解析を行った経験がありますが，そ

の手法を適用して，より汎用性のある計算モデルの開発を

進めています．

問い合せ先

大阪大学工学部機械工学科世古口言彦

〒565吹田市山用斤2-1

TELO6-877-5111ex.4221,FAXO6-876-4975

’本吉低F弓‐ 可『壜委員会の糸召づ了一 ’

本部門では，下記の委員会を組織し，効率的な開かれた運

営を基本方針としております．各委員会の役割を以下に紹介

します．ご要望は，各委員会の委員長もしくは幹事にご連絡
ください．

(1)総務委員会

運営委員会の庶務，規約等の立案，予算立案，財務管理，

その他庶務事項の処理，学会賞・部門賞の推薦，年次計

画の立案等を担当する．

(2)広報委員会

ニューズレターの発行〔2回／年），部門登録者の勧誘

を担当する．

(3)企画第1委員会（部門企画）

定常的に開催されるシンポジウム，講演会，特別講演会，

講習会，見学会などの企画して実行する．

(4)企画第2委員会（学会企画〕

総会，全国大会の付随行事，並びに登録会員の集いを企

画して実施する．

(5)企画第3委員会（国際会議企画）

国際会議を企画する．

(6)企画第4委員会（研究企画）

分科会・研究会，基準，常置委員会（原子力／火力／エ

ネルギー）等を立案する．

(7)企画第5委員会（出版企画）

年鑑・学会誌・論文集などの学会誌に掲載される記事を

企画したり，絹集する．

重力プコニニネノレこｷ奎一さ〆』スラ=-_Z｡､吉EF引力き

『夛園連するにヨロ寸夕f-の会議皇の雲ロヨ

’=ee麺云重箒糸念会

開催日：平成4年3月31日(火)～4月8日（金）
［3月31日（火）：見学会］

会場：横浜国立大学工学部

横浜市保土ケ谷区常盤台156

TELO45-335-1451

本部門の企画による講演および行事

基調講演（4月1日(水)）

「地熱発電技術の動向」

秋葉雅史（横国大）

’

新技術開発レポート〔4月1日(水)）

「発電プラントの最新制御技術」

司会班目春樹（東大）

1．コンバインド発電プラントの最新制御技術

日下智〔日立〕

2．改良型沸騰水型炉の総合ディジタル制御システム

大塚士郎〔東芝）

8．火力発電プラントに於ける最新制御技術の適用事例

大野昌郎（三菱重工）

4．事業用火力発電プラントの最近の制御技術

木村敏春〔富士電槻〕

オルガナイズドセッション

「新型炉の機器・構造開発」（4月1日(水)）

湊章男（電力中研）

「水冷却炉の熱流動」（4月2日(木)）

三島裏一郎〔京大）

ワークショップ（4月3日）

「．ジェネレーションによるエネルギの高効率利用の現状」

動力エネルギーシステム部門同好会

日時：4月1日（水)17:30～19:30

会場：（株)東芝観見クラブ

検浜市錨見区豊岡町5-18

TELO45-575-1048

参加費:5,000円

会員の皆様，奮ってご参加下さい．

’胃受備_見舎学会 ’

開催月日平成4年10月

開催場所

1．箱崎熱供給センター（東京電力〕

墨田川の熱のヒートパイプによる地域冷暖房システム

2．幕張テクノガーデン（東京電力）

下水処理の廃熱を利用した地域冷暖房システム

3．幕喪システムピル（東京ガス）

．ジェネレーションと地域冷暖房システム

詳細については未定であり，決定後，学会誌に掲載される

ので参照してほしい．
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第3回動力・エネルギー技術シンポジウム

「動力・エネルギー技術の最前線’92」

［動力エネルギーシステム部門企画］

開催日平成4年11月12曰く木)，13日（金）

会場川崎市産業振興会館

川崎市幸区堀川町66-20

TELO44-548-4111

開催主旨昭和62年に日本機械学会創立90周年記念行事と
して，動力，エネルギー技術に関する第1回シン

ポジウムを開催して以来，平成元年には第2回シ

ンポジウムを開催し，各界の方々の好評を得てき

ました．今回，動力エネルギーシステム部門移行

後としては最初の「動力・エネルギー技術の最前

線’92」と題するシンポジウムを企画しました‘

本シンポジウムは，新発電・新エネルギー技術
及び原子力発電技術を主な対象としており，これ

らの分野の産業界と学会の事情に詳しいオルガナ

イザーによるオルガナイザー方式をとることにし

ました．新発電。新エネルギー技術については，

高温・高効率発電，石炭利用新発電，燃料電池，

新エネルギー，未利用エネルギー技術など，次世

代の発電・エネルギー技術を中心に，原子力発電

技術については，次世代軽水炉，高速炉，知能化

技術，放射性廃棄物管理技術など，新技術あるい

は技術開発の動向を中心とするセッション櫛成を

します．積極的な応募を期待しておりますが，特

に総合的な成果のあるものを歓迎します．

このほか，本シンポジウムでは，特別講演を行

うと共に，講演と並行して2日間にわたり動力エ

ネルギー関係機器の展示会を行い，更に，12日の

夜には懇親会を行うことを企画しています．

論文募集［オルガナイズド・セッション］

1．新発電・新エネルギー技術

1-1高温・高効率発電技術

超々臨界圧蒸気サイクル，高温ガスターピン複合

サイクル,MHD発電など

オルガナイザー

北見恒夫（電中研）

〒240-01横須賀市長坂2-6-1

TELO468-56-2121,FAXO468-57-5829

1-2石炭利用新発電技術

加圧流動床，ガス化・液化，トシ.ピングサイクル，

CWMなど

オルガナイザー

小林繁鋪（東電）

〒10O千代田区内幸町1-1-3

TELO3-3501-8111,FAXO3-3581-5697

1－3燃料電池発電技術

リン酸型，溶融炭酸塩型，固体電解質型などの燃

料電池

オルガナイザー

大野吉弘（神奈川大）

〒22l横浜市神奈川区六角橋3-27-1

TELO45-481-5661,FAXO45-491-7915

1－4新エネルギー・未利用エネルギー発電技術及びエネ

ルギー利用合理化技術

自然・水素エネルギー利用発電，資源リサイクル

発電，．ジェネレーション，ヒートポンプ，地球

環境保全技術など

オルガナイザー
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山下巌〔機械技研）

〒305つくぱ市並木1-2

TELO298-58-7077,FAXO298-58-7240

2．原子力発電技術における将来技術

2－1次世代軽水炉技術

次世代軽水炉の概念設計，新概念のシステム・コ

ンポーネント，安全設備高度化技術，次世代軽水

炉の熱流動，信頼性向上など

オルガナイザー

有冨正憲〔東工大）

〒152目黒区大岡山2-12-1

TELO3-3726-1111,FAXO3-3729-1875

2－2高速炉技術

「もんじゅ」における先端技術，実証炉開発，高

速炉における熱流動，新概念の高速炉，金属燃料

技術など

オルガナイザー

稲垣達敏（原電〕

〒100千代田区大手町1-6-1大手町ピル

TEL03-3201-6631,FAXO3-3285-0542

2－3知能化技術

スーパー・コンピューティング，人工知能,CAD/

CAE/CAM,マン･マシン・インターフェース，ロ

ポティックスなど

オルガナイザー

吉川榮和（京大）

〒611宇治市五ケ庄

TELO744-32-3111,FAXO774-33-3234

2－4放射性廃棄物管理技術

放射性物質の輸送・貯蔵，放射性廃棄物の処理・

処分，超寿命核種の消滅技術，廃炉技術
オルガナイザー

福田佐登志（電中研）

〒100千代田区大手町1-6-1大手町ピル

TEL03-3201-6601,FAXO3-3216-2735

特別講演「21世紀のエネルギー開発と地球環境との調和」，

「技術史からみた動力技術の発展と将来展望」，
「原子力開発に対する学会の役割と今後の課題」

（いずれも仮題〕の3つのテーマについて，それ

ぞれ造詣の深い講師の方々に講演戴く予定です．

付随行事擬器展示会,懇親会

募集要旨講演原稿頁数は英文概要を含み，学会所定の用紙

（2208文字）にて8枚以内です．また，研究発表

の採択は企画責任者とオルガナイザーに一任下さ

い．尚，企画主旨に相応しい論文は会員以外の発

表も歓迎します．

研究発表

申込締切平成4年4月20日（月）

申込方法学会誌に掲載されている「研究発表申込書」をコ

ピーまたは同様の形式にて上記のオルガナイザー

宛にお送り下さい．

採否通知平成4年6月上旬

原稿締切平成4年8月31日（月）機械学会必着

’第2回デザイン・エンジニアリング・プラザ ’

開催月日平成4年6月24日(水)～27日(土）

開催場所千葉市幕張メッセ

詳細については未定であり，決定後，学会誌に掲載される

ので参照してほしい.



POWER&ENERGYSYSTEM

PATRAM'92

ThelOthlnternationalSymposiumonthePackaging

andTransportationofRadioactiveHaterials

主催PATRAN'92日本組織委員会

開催期日1992年9月13日～18日

開催場所PacificConventionPlazaYokohama

(PACIFICOYokohama)

対称放射性物質の軸送に関連するすべての分野

〔翰送容器，輸送方法，法規，経験，安全性

など）

要旨締切1991年12月1日

要旨提出先

PATRAM'92日本組織委員会

〔原子力安全技術センター内）

〒112東京都文京区白山5-1-3富山会館内

TELO3-3814-7481,FAXO3-3814-4617

’ASHE-JSMEJointConferenceonElectricPackaging ’

主催米国機械学会 ， 日 本 機 械 学 会

開催期日1992年4月9日～12日

開催場所SanJose,California,USA

対称マイクロエレクトニクスにおける機械工学関連

全般

要旨締切1991年8月15日

要旨提出先

東北大学工学部磯械工学科阿部博之

〒98O仙台市青葉区荒巻字青葉

TELO22-222-1800ex4122,FAXO22-268-3695

1992年

2/18-19

|国際会議の開催日程’国際会議の開催日程

VDI-GETConferenceonHydrogenEnergy

Technologym-ResultsandOptions-,

Nuremberg,(ドイツ）

4/9-12ASME-JSMEJointConferenceonEleCtric

Packing,SanJose,Califcrnia,(米国）

5/17-21InternationalPowerEngineeringConference,

Hangzhou,Zhejiang,(中国〕

5/19-232ndNinsklnternationalHeatandMass

TransferForum,Hinsk(ソ連）

6/22-251992CavitationandMultiphase

FluidsEngineeringDivisionof

LosAngeles,(米国）

FIowForumof

ASNE,

8/3-727thlntersocietyEnergyConversion

EngineeringConference,SanDiego,(米国）

8/9-12 23thASME/AIChE/ANSNationalHeatTranSfer

Conference,SanDiego,(米国）

9/1-31992ASMECOGEMTurboPowerCongressand
Exposition,Huston,(米国）

9/13-18ThelOthlnternationalSynposiumonPackaging

andTransportationofRadioactiveMaterials

PacificConventionPlaza'!Yokohama,(横浜〕

9/14-188thlnternationalHeatPipeConference,北京，

（中国）

9/16-181stEuropeanThermal-Science&3rdUK

NationalHeatTransferConference,Birmingham,

（英国〕

9/21-245thlnternationalTopicalMeetingonNuclear

ResearchThermalHydraulics(NURETH-5),

SaltLakeCity,(米国）

10－

委員長

幹事

委員

ニニニーズ1ノターー言テテー
屋幸展委員会

有冨正憲（東工大〕

臼井健介（芝工大〕

安藤栄(IHI)

小澤守（関西大〕

田辺裕美〔動燃）

前川舅（川崎重工）

山田保夫（日立）

植田脩三（原工試〕

加治増夫（阪大）

柘植綾夫（三菱函工〕

師岡慎一（東芝〕

吉田英生（東工大）


